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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月14日(2014.1.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の情報処理端末は、無線通信網に接続可能な情報処理端末であって、電波強度の
測定値を取得する取得手段と、前記取得された前記電波強度の測定値に基づいて電波状況
を予測する予測手段と、前記予測手段により前記電波状況が悪くなると予測された場合は
前記無線通信網からデータを取得させる制御手段と、を備える。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信網に接続可能な情報処理端末であって、
　電波強度の測定値を取得する測定値取得手段と、
　前記取得された前記電波強度の測定値に基づいて電波状況を予測する予測手段と、
　前記予測手段により前記電波状況が悪くなると予測された場合は前記無線通信網からデ
ータを取得させる制御手段と、
　を備える情報処理端末。
【請求項２】
　現在位置を測定する測定手段と、
　予め決定された電波強度の概略値を領域毎に示す電波強度エリア情報を記憶する記憶手
段と、
　前記測定手段の測定結果と、前記記憶手段に記憶された前記電波強度エリア情報とに基
づいて、前記現在位置における電波強度の概略値を取得する概略値取得手段と、
　をさらに備え、
　前記予測手段は、前記電波強度の測定値に加えてさらに、前記概略値取得手段により取
得された前記電波強度の概略値に基づいて前記電波状況を予測する請求項１に記載の情報
処理端末。
【請求項３】
　前記予測手段は、前記電波強度の概略値が一定の値以上である場合、前記電波状況の予
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測を行わない請求項２に記載の情報処理端末。
【請求項４】
　前記電波強度の概略値は、多段階の離散値として予め設定されている請求項３に記載の
情報処理端末。
【請求項５】
　前記電波強度の測定値は、ＲＳＳＩに基づく値である請求項１乃至４の何れか１項に記
載の情報処理端末。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記無線通信網から取得したデータを記録媒体に記録させ、その記録
の際、前記記録媒体に既に記録されていたデータのうち、所定条件を満たすデータを消去
させる請求項１乃至５の何れか１項に記載の情報処理端末。
【請求項７】
　無線通信網に接続可能な情報処理端末が実行する情報処理方法において、
　電波強度の測定値を取得する取得ステップと、
　前記取得された前記電波強度の測定値に基づいて電波状況を予測する予測ステップと、
　前記予測ステップにより前記電波状況が悪くなると予測された場合は前記無線通信網か
らデータを取得させる制御ステップと、
　を含む情報処理方法。
【請求項８】
　無線通信網に接続可能な情報処理端末のコンピュータを、
　電波強度の測定値を取得する取得手段、
　前記取得された前記電波強度の測定値に基づいて電波状況を予測する予測手段、
　前記予測手段により前記電波状況が悪くなると予測された場合は前記無線通信網からデ
ータを取得させる制御手段、
　として機能させるためのプログラム。
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